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普及の著しいインターネットや移動通信システムをはじめ

とする通信システムに対しては,社会･経済活動や国民生活

に不可欠な社会インフラストラクチャーとして,多様化,高

速化,大容量化,高信頼化,経済化への期待がますます高ま

っている｡このようなニーズにこたえるために,キャリヤ

ネットワークソリューションとしては,(1)バックボーン

ノード,(2)移動通信システム,(3)アクセス系などのノー

ドシステム,(4)オペレーションサポートシステムなど

を,エンタープライズネットワークソリューションとしては,

VoIP(Voice overlnternet Protocol)を実現するPBX

(Private Branch Exchange)やゲートウェイをそれぞれ

開発した｡また,通信応用システムとして,什S(高度交通

システム)の中のAHS(走行支援道路システム)の路車間通信

実験システムと,lSDN回線に対応した警備用映像監視シス

テムを開発した｡

さらに,これらのネットワークを実現するためのキーとな

る,カロ入者系ノードシステム用サービス共用型ラインカード

や,多重･分離回路を内蔵した10Gビット/S送受信一体光伝

送モジュール(業界標準対応)などのデバイスを開発した｡

今後も,通信ネットワークに対するさまざまなニーズにこ

たえていくために,製品と技術の開発を積極的に推進する｡
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キャリヤネットワークソリューション

IP帥te｢netP｢otocoりトラヒックの急増への対応が強く望まれているキャリヤネットワークの実現に向けて,

バックボーン系や移動通信を含むアクセス系の高速化,大容量化,高信頼化経剤ヒを目指した製品と技術を開発した｡

そ才ぢッ汐ポn訝プⅧ担き

1.28Tビット/S超長距離光波長多重伝送システム`AMN6100”

高速バックボーンに加え,DWDM(光波長多重伝送)でも,長距離化と大容量化のニーズにこたえるため,

1,000kmを超える超長距離伝送やテラビットクラスの伝送容量を実現するシステムの開発を推進している｡

IP(Internet Protocol)トラヒックの増大に伴う,

バックボーンネットワークの大幅な大容量化や光ファ

イバの有効括川が求められる中にあって,DWDM(光

波長多重伝送)システムへのニーズが急速に高まって

いる｡2.4Gビット/s伝送を主流とするWDM(波長分

割多毛)から,より高連な10Gビット/sベースの

DWDM,そしてさらに大容量高速の光トランスポー

トネットワークの需要が高まりつつある｡

このようなニーズに合わせ,1,040km撫巾継伝送や

テラビットクラスの伝送容量として,10Gビット/sx

128チャネル,1.28Tビット/sの光波長多重伝送シス

テム"AMN6100''の開発を推進している｡

〔主な特徴〕

(1)長距離伝送能力:従来の平均的な450km無中継

伝送の長距離化の一環として,1,040kmの安定した伝

送を実現するGTC(GainTiltCompensation)を搭載

(2)AGC(自動利得制御機能):MUX(波長多重部)に

波長ごとの利得を個別に調整できるAGCを搭載する

AMN6100ET

AMN

6100

LA

AMN

6100

LA

AMN

5192

ルータ

AMN6100LA

壬設
AMN5192

128波長

50GHz波長間隔

AMN6100しA AMN6100LA

OSEM OSEM

キャリヤバックボーンネットワーク

AMN6100LA

OADM Add/d｢op

AMN6100
聖

AMN芯遽
メトロリンク

AMN6100ET

AMN6100ET

MN5192

AMN5192

AMN6100ET

AMN6100ET

)主:略語説明
LA(LineAmplifier),ET(∈ndTerminaり

OADM(OpticalAdd-dropMul叫exer),lSP(lnternetSeⅣiceProvider)

ことにより,MUX自体以外の各種の変動要因(パッチ

コード接続損失,送信機の経年劣化,温度変化,各送

信機出力のばらつきなど)を抑え,隣接する波長に影

響を与えることなく波長の増減を実現

(3)16チャネル単位の拡張システム:ITU-T Gridに

準拠した50GHz波長間隔の採用により,光増幅器内

部の高価な光デバイスに加え,電子基板や機構部材な

どでコストと実装スペース.Lのコストメリットが高

く,回線拡張のパフォーマンスを最大限に高める32チ

ャネル単位の拡張システムの開発を推進

これまで提案してきた,数々の特徴を持つDWDM

の分野では,さらに長距離･大容量の伝送を目指して

いる｡現在のシステムを利用したOSEM(Optical

SignalExpander Module)の採用による8.000km伝

送の実現やいっそうのチャネル容量の倍増計画など,

テラビットネットワーク時代に向けた開発を推進して

いる｡

(発売予定時期:2001年4月)

AMN6100ET

AMN AMN
5192 4100

AMN6100ET

AMN

5192

AMN6100ET

AMN6100ET

AMN

4100

AMN6100しA

2.4G/600Mビット/S

ネットワーク

AMN6100LA

2.4G/600Mビット/S

ネットワーク

AMN

6100ET

鞄
メトロリング

AMN6100ET

AMN5192

AMN

6100ET

AMN5192

AMN

6100ET
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｢AMNシリーズ+を利用した光伝送ネットワークの構成例(左)と.1.28Tビット/SのAMN6100ET搭載例(右)



jlO Gビット/Sトランスペアレント多重伝送システム"AMN4100”

lPネットワークの発展によるネットワーク容量の増大に対応して,高速IPルータやSDH/SONET,ATMなど各

種ネットワークを10Gビット/Sの超高速光ネットワークに容易に収容するためのソリューションを開発した｡

増大するIP(Internet Protocol)トラヒックと波長

多重技術の進展に伴い,大容量のバックボーンネット

ワークへの要求が仲界的に高まっている｡

これに対応するため,すでに発売している｢SONET

OC192 光伝送システム+である｢AMNシリーズ

(AMN5192,AMN6100)+のラインアップ強化とし

て,1Pネットワークの構築に適したソリューションを

提供する｢10Gビット/sトランスペアレント多重伝送

システム+``AMN4100◆Iを開発した｡

このシステムは,高速IPルータだけでなく,既イfの

SDH/SONET(SynchronousDigitalHierarchy/Synchr(}

nous OpticalNetwork)伝送装瞑やATM(Asynchro-

nous Transfer Mode)装置など各種ネットワーク機

器からの2.4G/600Mビット/s信号を多重して,10G

ビット/sの超高速光信号として伝送する機能を持つ｡

実際の回線だけでなく,運用管理情報もトランスペア

レント(透過的)に多重する方式の採川により,

2.4G/600Mビット/sの既存ネットワークをそのまま

.崇ヾN41?3
10Gビット/S伝送路′

(現用)

AMN4100

毒三

SDH/

SONET

装置

ATM装置

AMN4100

10Gビット/S伝送路

(予備)

AMN4100

垂･:‥;

10Gビット/sの超高速光ネットワークに拡張すること

を可能とする｡

なお,このシステムは,米国グローバル･クロッシ

ング社の超人規模全米リングネットワークと,北米一

炊州海底伝送ネットワークに導入されている｡)

〔_-i三な特徴〕

(1)2.4Gビット/s4本,または600Mビット/s16本

を10Gビット/s超高速光ネットワークに収容

(2)高速IPルータ,SDH/SONET装置,ATM装置な

どの多様な機器の収容が吋能

(3)管理情報のトランスペアレン1､転送により,口内

なネットワーク運川形態をサポート

(4)高密度実装:4システム(40Gビット/s)架

(5)10Gビット/s伝送路誤む)訂止機能搭載

(6)ITU-T準拠10Gビット/s光インタフェースにより,

WDM(波長多重伝送)システムとの統合での経済件を

確保

(発売時期:2000年9月)

tPルータ

(2.4G/600Mビット/S)

/l事
-

コ ヽ ヤ

SDH/SONET装置

(2.4G/600Mビット/S)に註

ATM装置
(2.4G/600Mビット/s)

管理情報のトランスペアレント転送

凸

ココ コココ

トうITAlニト‖

鬼棚純絹-mm

,一機逸機驚鞄短観

AMN4100システムの外観
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各種2.4G/600Mビット/S伝送装置の直接接続時とまったく同等の環境を提供

10Gビット/Sトランスペアレント多重伝送システム"AMN4100”(右)によるネットワーク構成例
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宅移動過信か鼠テ畠き･

■!HDR方式による次世代移動通信システム
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高速無線パケット通イ言技術"HDR(High Data

Rate)''によるトライアルシステムを開発し,日本移

動通信株式会社(規,株式会社デイーデイーアイ)に納

入した｡)

高速モバイルインターネットに対応する才支術として

注目されているHDRは,無線伝送方式をIP(Internet

Protocol)トラヒックに最適化することにより,周波

数利用効率を現行方式よりも大幅に向上させ,低コス

ト化を実現するものである｡

トライアルは火水の都市部で実施され,実環境でも

基地局設備

撃一ナ
移動機

⊥三◆

移動機

←5ナ
虚
移動機

】S-95方式またはcdma20001×方式
基地局

HDRアクセスポイント(基地局)

RFU AMU

HDR方式による次世代移動通信システムの構成

¶■Ⅵ
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高速モバイルインターネット接続が可能なことを世界

で初めて実証した｡)

〔羊な特徴〕

(1)移動機と基地局間の通イ言方式に可変レート変復調

方式を川いることにより,卜り最人2.4Mビット/s,

上り最大153.6kビット/sの高速通信を実現

(2)HDRアクセスポイント(基地局)をIPネットワー

クに厄接接続することにより,データネットワークの

構築が低コストで可能

(納入時期:2000年6月)

携帯電話網

センター設備

-S-95方式または

Cdma20001)ノ方式
基地局制御装置

PDSN

lS【95方式または

cdma20001〉く方式
移動交換機

PDSN

lPネットワーク

lMT-2000向けCDMA方式スマートアンテナ基地局

CDMA(符号分割多元接続)方式のSMA(Smart

Antenna)機能を搭載したIMT-2000(International

MobileTelecommunications2000)向け基地局実験シス

･
-
”
し
化
.

㌧ll叩､rしーl▼■軸.■

一1
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J∫㌣W

→
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一
一

モ
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･㌦仙丁脚■邑+

-
脚

嵐
山
列
甜

齢萱㌘
SMA機能を搭載したCDMA基地局システム(左)と

アレーアンテナ(右)

注:略語説明

RFU(Radio

FrequencyUnit)

AMU(Access

PointMainUnit)

PDSN(Packet
DataServing

Node)

テムをケイデイデイ株式会社(現,株式会社デイーデ

イーアイ)に納人した｡

･SMAは,複数のアンテナアレーからの受信信号を
ディジタルベースバンド処理によって作意の指向件パ

ターンに適応形成する技術であり,移動局に対して指

向性パターンが追従することで,通信占占質の向上とト

ラヒック能力の拡大を実現するものである｡最大の特

徴は,このシステム内のケーブルヤアンテナの温度と

軽年変動を補償できる自己キャリブレーション機能を

搭載し,鋭い指向性を高精度に実現できることであ

る｡図に示すSMA基地局装置とSMA用アレーアンテ

ナは,12素子のアンテナアレーで構成している｡

現在,このシステムは納入先でフィールド評価中で

あり,通常呼制御を用いて安定に動作することを内外

に先駆けて実証した｡)

(納人時期:2000年5ノ+)



竜㌔伽紆暫翼賛あき･

■三通信事業者用VoIPソリューション

データトラヒックの拡人とともに増大する既設電話

網の維持･拡般コストへの対ん占として,音声･データ

をいかにIP(Internet Protocol)ネットワーク_Lに統

介するかが通信事業者の重安な課題になっている｡

これを解決するために,音声サービスをIPネットワ

ーク_Lで効率的に構築できるVoIP(VoiceoverIP)ソ
リューションを掟供している｡つ

〔主な特徴〕

(1)拡張性に嵩んだシステム

サービスレイヤ,呼制御レイヤ,メディア処理レイ

ヤの3階層でシステムを構成することにより,将来の

サービス追加などに柔軟に抑心できるVoIP ソリュ

ーションを提供

(2)既存電話網との相互接続性

SG(Signaling Gateway)はTTC標準No.7共通線信

冒一方式を,MG(Media Gateway)は各稚音声符号化

ノJ式(G.711,G729aなど)をそれぞれサポートするこ

とにより,既存電話網との接続に柔軟に対ん占

(3)キャリヤクラスの信頼性･保守件

既設塩話綱と接続するSGは局川交換機クラスの高

･･ATM加入者収容システム
情報化社会の発長引こよるデータ通イi一言の需要増加に伴

い,高速･広帯域通信に過するアクセスシステムが求

められている｡このニーズにこたえるため,各稗

注1 〔ATM加入者収容システム(納入部分)〕

監視制御
ネットワーク

＼＼

J
＼こ

NE-OpS

サーバ

ユーザー
端末

ユ_音三端末

<く

NE-OpS

HMl端末

NE監視制御
ネットワーク

ルータ

繊
ルニタ

一句

ATM-DSU

く毎｡S

<奄
ATM-ONT

l勾

光カップラ

ATM-OLT

注2:略語説明

HMl(HumanMachinehterface)

ATM加入者収容システムの構成

E-OpS

h州端末

ATMネットワーク
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い信頼性を持ち,サービス提供を停止することなく機

能が追加できるなど,柔軟な保守に刈1心

(発売予定時期:2001年1月)

ネットワークアプリケーションシステム

扇刀 顧客･料仝
管理システム

網管理

システム

No.7共通線
信号網

電話網

MGC

回[∃回

MG

MGC

MG

No.7共通繰
信号網

電話網

サービスレイヤ

呼制御レイヤ

メディア処理レイヤ

lPネットワーク

(インターネット) 電話一パソコンによる通話

企業

イントラネットなど

◆---◆(VoIPによる通話)

注:略語説明

MGC(MediaGatewayContro‖即),GK(GateKeeper)
CA(CallAgent),SA(SeⅣiceAgent)

通信車業者用VoIPシステムのアーキテクチャ

[コ

AT九4(Asynchronous TrallSfer Mode)サービスを効

率よく提供するATM加入者収容システムを開発した｡

このシステムは,ATM-0I+T(加人音収容装置),

ATM-ONT(加入者上叫線終端装置)/DSU(宅内回線終

端装置),およびNE-OpS(監視制御装置=サーバとヒ

ューマンマシンインタフェース)で構成している｡

〔主な斗寺徽〕

(1)複数の品質クラスをサポートするトラヒック制御

棟能を持ち,多様なサービス品質に柔軟に対応

(2)多数のユーザーへ経済的にサービスを提供するた

め,国際標準に準拠したATM-PON(Passive Optical

Network)加入者伝送方式を採用し,光カップラ分岐

によって複数ATM-ONTの接続が可能

(3)ATM-OLTの監視のほか,国l祭標準に準拠した監

税別御インタフェースでATMネットワーク統合管押

システム(NW-OpS)に接続した管理が可能

このシステムは2000年4月から東H本電信電話株式

会社と西日本電信電話株式会社のATM専用サービス

設備として導入され,高速インターネット通信の其盤

構築に活用されている｡
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宅藩♂環♭限かヨ討'轡ポ℡陣か謁テあき

次世代情報･通信サービスを支えるIP-OSSソリューション
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インターネットの急速な普及により,通信事業者

は,新しいサービスを速く安く掟供することを目指し

ている｡

このニーズに合わせて,以下のIP-OSS(Internet

ProtocolOperation Support System)ソリューショ

ンを開発した｡

(1)ソリューションアーキテクチャ

アプリケーションサーバ``Cosminexus”とワーク管

理基盤製品"WorkCoordinator”によってオープンプラ

ットフォームを提供し,業務アプリケーション間の容

易な連携を可能とする｡

鹿客管理

サービス受け付け故障問合せ SLAによるレポーティンク 料金請求･情報分析

サービス設計 t 品質管理: 料金計算

"WorkCoor〔】inator

ネットワーク統合監視"0VC/SA*”

伝送網

監視装置

利用量計測

SIU*

光伝送網

lPネットワーク

OSSソリューションアーキテクチャ

業務アプリケーションは,H立製作所およびヒュー

レット･パッカード件のソフトウェアパッケージと流

通ソフトウェアパッケージ製品を用いて実現する｡

(2)実現するソリューション

(a)ネットワークとサービスの設定自動化によって

デリバリタイムを知縮

(b)ネットワークとサービスの監視により,顧客

ごとの品質管坤をサポート

(c)サービス利用量に基づく料金請求

(発表時期:2000年4月)
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･利用量計測技術を
用いて収集した顧

客ごとのデータを

アプリケーション
サーバ"Cosmine-

xus”を介してウェ
ブで参照

VPNサービスにおける顧客ごとの品質管理画面例

注1:E≡ヨ(日立製作所製品),[コ(ヒューレット･パッカード社製品),⊂](流通ソフトウエア製品)
注2:略語説明ほか SLA(SeⅣiceLevelAgreement),QoS(Qualjtyo†SeⅣice)

VPN(Vi爪UalPrivateNetwork)

*は｢他社笠寺景商標など+(166ページ)を参照

次世代情報･通信サービスを支えるIP一OSSソリューション

■次世代インターネット対応のアクティブネットワーク技術

インターネットの急速な社会基盤化に合わせ,従来

のベストエフオーッ(最善努力)型のサービスよりも,

ネ㌫ク遜団
重要顧客に対

する優先配送 ポリシー

サーバ

且運用ノレーノレ

轟
重要顧■

姦
一般顧

品
非顧客

ウェブ

ゲ+､ウェイ

[コ[:::]

ウェ7■

ゲ+､ウェイ

口[::コ

rQoS制御
＼情報

ウェブ

ゲートウェイ

[コ[::コ

コンテンツ提供
ウェブサーバ

[::コ

配信データ

肝ネットワーク

キャッシュメモリ

権限のなしニューザ一
に対するフロック

QoS保証】Pパス

注:略語説明

QoS(QualityofSeⅣice),R(QoS保証型ルータ)

アクティブネットワークの構成
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さらに高品質かつ高度な通信サービスの提供を臼的と

した｢アクティブネットワーク技術+の開発を進めて

いる｡

アクティブネットワークでは,オープン制御インタ

フェースを持つ通信品質保証型ルータでIP(Internet

Protocol)ネットワークを構成し,ウェブ配信制御機

能を付加したウェブ通信ゲートウェイをその周りに分

散配置する｡さらに,ポリシーサーバにより,あらか

じめ定義されたサービス適用ルールに従ってこれらの

機能を集中制御管理する｡

このような構成により,ネットワーク自体が,ウェ

ブサービスのような高度な情報配信サービスを,ユー

ザーの身近なところで迅速に提供することが可能とな

る｡また,データ転送サービスやウェブ配信サービス

の品質を,サービスの利用者やデータの内容に応じて

きめ細かく,柔軟に制御することが可能となる｡

(ウェブ通信ゲートウェイの発売時期:2000年10月)



エンタープライズネットワークソリューション

インターネットの普及に伴って多様化,高度化するさまざまなニーズにこたえるため,Vo】P(Voiceove‖nternet

P｢OtOCOl)を実現するPBX(PrivateBranchExchange)や,大容量から小容量までのゲートウェイを開発した｡

VoIP対応PBX"NETTOWER
ウェイ"NT-1000”

PBX(Private Branch Exchange)のネッ

機能をサポートしつつVoIP(Voice()Ver

Protocol)による音声相互通信を実現する,

PBX｢NETTOWER CX8000シリーズ+と,

トワーク

Interllet

VoIP対応

PBXに外

付けしてVoIPを実現する,大容量タイプVoIPゲート

ウェイ"NT-1000”を発売した｡)

〔_1二な特徴〕

(1)普7汀をIPデータに変換して送受イi言できるので,デ

ータ系担l線と音声系回線の統合が叶能となり,効率的

なネットワーク情築が可能

(2)呼制御信号方式にNo.7共通線イ言弓一〟式(SS7信号

方式)を採用することにより,局間での転送やPHSロ

ーミングなど,PBXのネットワーク機能をIP舶上で
実現

(3)音声圧縮方式に採川した国際標準の8kビット/s

の高庄縮符号化〟式(G.729)により,効率的な音声伝

送が可能

(4)ネットワーク｢二で発生する｢揺らぎ+を効果的に1吸

収し,安定した音声通話を確保する｢揺らぎ吸収機能+

を搭載することにより,とぎれや雑音のない白然な通

話を実現

(発売時期:2000年4月)

CX8000”と大容量タイプVoIPゲート

CX8000

ファクシミリ

藍篭

電言さ適

度竣

lP化したSS7信号

蒜㍍
/･
＼

■､＼
CX3000MS

＼＼

SS7

信号線

CX8000

＼＼

＼＼＼lPトランク

ルータ

lPネットワーク

ルータ

NT-1000

ルータ

他のPBX

ファク

ノ少′
ノ少/
腰野PHS

多藍
CX8000とNT-1000におけるVoIPネットワーク構成例

､■■小型･小容量タイプのVoIPゲートウェイ"NT-40”

PBX(Private Branch Exchange)やボタン電誠に

接続することにより,VoIP(Voice overInternet

山

■

ボ 話

パ
パ
娼

[+

/†ソコン

ルータ ディジタル専用線 ルータ [コ

ノヾソコン

亡7

当
NT-40

1･･‥･I■ 夢

[コ

パソコン

ルータ ディジタル

専用線

ル什タ

回線統合

NT-40

..‥‥..戸_
宏

ー+lピb夢
ボタン電話

/

[+
･監三岳

パソコ

NT-40を利用したVoIPによる音声･データ系回線の統合例

Protocol)による音声相互通イ言のほか,VoIPでは困難

とされるファクシミリ通イ｢子やパソコンモデム通信も

できる小型(19塑ラック搭載可)･小谷量タイプの

Ⅴ()IPゲートウェイ``NT-40''を発売した｡.

〔主な特徴〕

(1)古)皇iをIPデータに変換して送′受信できるので,

データ系回線と音声系回線の統合が叶能となり,効

率的なネットワーク構築が可能

(2)G3ファクシミリはもちろんのこと,スーパーG3

ファクシミリの通信もできる｡〕また,プッシュボタ

ンイ言ぢ･の通過もできるので,音声メールなどの機器

操作のサポートが吋能

(3)ネットワーク上で発牛する｢揺らぎ+を効果的に

吸収し,安定した音声通話を確保する｢揺らぎ吸収機

能+を搭載することにより,とぎれや雑音のない白然

な通話を実現

(4)音声トラヒックが集中する拠ノ削二は,複放台を

多段接続することにより,打ノ!テナヤネル数を増加さ

せることが吋能

(発売時期:2000年8月)
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通信応用システムソリューション

社会のさまざまな活動と結び付いている通信応用システムの分野で,lTS(高度交通システム)の中のAHS(走

行支援道路システム)の路車間通信実験システムや,lSDN回線に対応した警備用映像監視システムを開発した｡

_‾･交通事故防止のためのAHS路車間通信実験システム

謂
通
信
シ
ス
テ
ム
瀾
通
信
応
用
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

交通事故･渋滞といった現在の交通にかかわるさま

ざまな問題を解決する交通システムの総称であるITS

(Intelligent Transport Systems:高度道路交通シス

テム)の一つに,AHS(Advanced Cruise-Assist

Highway System:走行支援道路システム)サービス

がある｡

AHSは,安全運転を支援するため,路側に設置し

たセンサやカメラなどで道路.1二の各種情報を収集し,

無線通信を介して運転者に対して情報を提供し,ハン

ドルヤプレーキ制御などの運転補助を支援するシステ

ムである｡

このAHSサービスの路車間通信を実現するAHS路

中間通信実験システムを建設省に納入した｡)このシス

に異なる情報を提供する｢個別チャネル+などがある｡

(納入時期:2000年3ノーJ)
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テムは,5.8GHz荷,DSRC(Dedicated Short-Range

Communication:狭城通信)方式で情報を撫線伝送す AHS実験システム用5.8GHz路車間通信装置(基地局)

るもので,路側アンテナ,基地局,および複数の某地

域を制御する基地集中局で構成する｡

主な磯能として,車両移動時に接続する基地局を切

り替えて通信を継続する｢ハンドオーバ機能+や,全車

両に同一の情報を提供する｢同報チャネル+,車両個々

ノ_lSDN回線対応の警備用映像監視システム

LAN

仁] 亡]

物件サーバ 静止画サーバ

巨三]
センタコインク

lNS64網

[亘互∃
巡回

匡空室トー

占‾‾芹
匝] 団

回 国

甲.芳志力甘訊
センサ

‾'■

サイトコーチノク
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監視卓

通報

監視卓

センタコーチソク

DDX-P爵

セコム株式会社の
別警備システム

断線監視

インタホン

スピーカ

マイクロホン

童巨箋
スイ･ノチ十

1カメラ

セコム株式会社納めISDN回線対応の警備用映像監視

システムの構成

セコム株式会社からの委託により,｢映像＋音声+

によるリアルタイムな警備用映像監視システムを開発

した｡

〔センタ機能の特徴〕

(1)物件サーバ(ORACLE8*)による物件データベー

スの構築

(2)静.1L両サーバによる周期的なサイトの画像巡回

(3)受信信号･運用履歴管理と各種帳票印刷

(4)各サーバの∴束化構成によるシステム信頼件の

確保

〔サイト機能の特徴〕

(1)各種センサ･インタホンによる異常伝ぢ一と復l口伝

弓一の通報

(2)セコム株式会社の標準警備機器(カードリーダ,

接点入出力)をサポート

(3)異常信号発生時の動画蓄積

(4)Dチャネルパケットによるサイトlロ1線の断線を監視

(5)センタからのカメラ切換,画面分割制御

このシステムは,セコム株式会社によるコンビニエ

ンスストアや商店などの警備サービスに使用され,今

後,大規模な展開が期待できる｡

(納人時期:2000年3月)

拝:*は｢他社常緑商標など+(166ページ)を参照



通信システムを支える各種デバイス

多様化高速化大容量化高信頼化経済化が期待されているネットワークシステムを実現するための,加入者系ノードシステム用

サービス共用型ラインカードや,業界標準の多重･分離回路を内蔵した10Gビット/S送受信一体光伝送モジュールなどを開発した｡

･加入系ノードシステム用のサービス共用型ラインカード
アナログ電話サービスやISDN,その他のサービス

が1枚のカードで提供できるサービス共用型ラインカ

ードを開発した｡サービス共川加入系ノード装■置や汀

システム(光加入系システム)に搭載し,加人音端末の

終端回路として便川される｡

〔主な特徴〕

(1)オペレーションセンターから遠隔でサービスの切

換ができ(従来は専川カード交換作業),アナログから

ISDNサービスへの移行が容易である｡また,機能追

加1がファームウェアダウンロードで可能

(2)一般電話,公衆電乱 およびISDN端末収容の基

本機能に加え,オフトーク通信端末収容の拡張機能を

持つ〔〕媒体試験機能,ISDNローカル給電機能も内戚

(3)誘電体分離構造とCMOSアナログ･ディジタル混

載構造を持つ新開発の寺川LSIにより,小判･軽量･

仰円資電力化をl刈り,既イfの専用カードと同一インタ

フェースでICカードサイズ実装を実現

(発売時期:2000年5月)

サービス共用型ラインカードの外観

lSDN回線対応のDSUチップセットとモジュール

Pぬ･

･DさB

L望一号_

幅40.0×奥行き50.0×高さ14.5(mm)

tsDN回線対応のDSUチップセット(左)とモジュール(右)

ISDNL叫線対応のターミナルアダプタとルータなど

の用途に,DSU(DigitalService Unit)チップセット

とDSUモジュールの新製品を発売した｡

(1)DSUチップセット

DSUチップセットは,TTC標準に対応した線路等

化器,パルス送信回路,および端末インタフェース回

路を,1チップLSIで構成したもので,現行製品と比

較して以卜の特徴を持つ｡

(a)TTC標準に新たに追加されたローカル給電制

御機能を内蔵

(b)微細プロセス採川により,低消費電力(当社従

来製■l■■此で約30%減)と,LSI小型化(同比で約30%

減)を実現

(2)DSUモジュール

DSUモジュールは,卜記のDSUチップセットの採

用により,DSU凶路をコンパクトに実現したボード

タイプのもので,当社従来製品と比較して低価格,小

型化(約10%減)を実現

(発光時期:2000年11月)
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多重･分離回路を内蔵した業界標準10Gビット/S送受信一体

光伝送モジュール

通
信
シ
ス
テ
ム
通
信
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ム
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大容量光伝送網やIP(Internet Protocol)ルータ綱

に適した,多毛･分離凹路を内蔵した10Gビット/s送

受信一体光伝送モジュールを開発した｡

伝送距離は,光波長1.3汁m版で12km,1.5けm版で

は40kmである｡光･電気インタフェースは,ルーセ

ント･テクノロジー社とアルカテル･オプトロニクス

祉とのマルチソースアグリーメントにより,両社製品

と互換性を持つ｡高速･低消費電力のシリコンゲルマ

ニウムICの採川により,多重･分離回路,ジッタ抑

圧回路,および光送受信何路を89×114×18(mm)に

集積化し,小型･低消費電ノJと低ジッタを実現した｡

(発売時期:2000年7月)

鞄

10Gビット/S送受信一体光伝送モジュールの外観

マルチソースアグリーメント仕様の2.5Gビット/S光伝送モジュール

■-■■k粛

寧

寧

2.5Gビット/s光伝送モジュールの外観

重責

頼経

一巧‾芸

波長モニタ内蔵LDモジュール

LD(Laser Diode)モジュールの小型化･高機能化

のニーズにこたえるために,波長モニタ機能を内蔵し

たLDモジュールを開発した｡従来別体であった波長

モニタ装置をLDモジュール内部に集積化することに

より,光伝送装置の省スペース化を実現した｡

波長モニタ光学系にユタロンフィルタを採用するこ

とにより,波長間隔50GHzで2チャネルと4チャネル

に対応し,2.5Gビット/sで最長640kmの伝送を可能

とした｡この製品は,高密度波長分割多重伝送装荷の

小型化と生産性向_Lに有効である｡

(発売予定時期:2001年4月)

60

ルーセント･テクノロジー社,アルカテル･オプト

ロニクス杜,エリクソン札 三菱電機株式会社,住友

電気工業株式会社,および口謀製作所の6社によって

締結されたマルチソースアグリーメントに準拠した,

2.5Gビット//s光伝送モジュールを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)15,40,80kmの伝送距離に対応

(2)高周波シリコンIC技術による凶路の高集積化,

FCA(Flip-Chip Attachment)実装才支術の開発,およ

び広温度範囲レーザダイオードの採用により,体積で

当社従来製品の÷に小型化
(3)高精度光受信レベルモニタなどの機能を充実

(4)高密度波長分割多重伝送装置などに使用

(与己売時期:2000年7月)

波長モニタ内蔵LDモジュールの外観




